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子子育
て

市民活動支援センター

ななサポこしがやの催し

男女共同参画支援センター

ほっと越谷の催し

消防からの
お知らせ

夏
休
み
に

　
親
子
で
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

夏
休
み
に

　
親
子
で
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

大工さんの技術を習得できるかな

草木や木の実を使った工作

消防ポンプ操法大会の様子

越谷市消防団初の
「学生消防団活動認証状」を

交付しました

だるまの顔描きに挑戦!!

＊5月の街頭犯罪件数　路上強盗・ひったくり2件　自動車・オートバイ盗7件　自転車盗99件　侵入盗22件 粗大ごみ（1辺50㎝以上）収集は☎973-5300へ
ご　 み　ゼロ　ゼロ

特に記載のない場合、H無料　DEB
男女共同参画支援センター「ほっと越
谷」☎970－7411（月曜日、祝日休所）
□パネル展「私たちの声をもっと社会
へ」

A７月13日(土)～18日(木)　G「多様な
声を社会へ届けるために一人ひとりが
できること」について考えるパネルの展
示
□ブックフェア「本がつなぐ楽しい出
会い」

A7月18日(木)～8月14日(水)　G市
民による企画委員が企画・運営し、参加
者がお気に入りの本について語り合う
□さんもくナイト・シネマでほっこり
A７月18日(木)、午後６時30分～８時　
G「ほっと越谷」で夜のひとときを過ごし
ませんか。上映作品は「潮風の村から」
　E当日会場へ

特に記載のない場合、H無料　DEB
市民活動支援センター「ななサポこしが
や」☎969－2750
□かふぇとも「見えないお金」を学ぼう
A7月15日（祝）、午前10時～正午　G
「電子マネーとお金、どちらを使って買い
物をする？」　F親子１５組　E受付中
□センターの日　活動展示と親子で
体験！　アンガーマネジメント

A8月3日（土）、①午後１時30分から　
②午後2時15分から　Gワークブック
等を使ったアンガーマネジメント体験
（親子別）。8月1日(木)～7日(水)に活動
展示あり　F5歳～小学生と保護者各
回10人　H500円　E受付中
□ＳＮＳセキュリティ講座
A7月28日(日)、午前10時～11時30
分　Gアカウント特定ゲームなど　F
中学生・高校生20人
□パソコンなんでも相談
A8月24日（土）、午後１時から、午後３時
から　F市内在住・在勤・在学の方各回
5人　E8月5日（月）、午前９時から

□
越
谷
ア
リ
タ
キ
植
物
園
夏
休
み
子

ど
も
イ
ベ
ン
ト

a
８
月
３
日
㈯
、
午
前
９
時
３０
分
〜

１１
時
３０
分　

d
越
谷
ア
リ
タ
キ
植
物

園　

g
工
作
や
探
検
な
ど　

f
小
学

生
と
保
護
者
５０
組　

h
無
料　

c
水

分
補
給
用
の
飲
み
物
、
帽
子
、
長

袖
、
長
ズ
ボ
ン　

e
前
日
ま
で
に
電

話
で
左
記
へ　

b
公
園
緑
地
課
☎
９

６
３
＝
９
２
２
５

□
土
間
づ
く
り
体
験
〜
大
工
さ
ん
か

ら
昔
の
家
に
つ
い
て
学
ぼ
う
〜

a
７
月
２５
日
㈭
、
午
前
１０
時
〜
１１
時

３０
分　

d
旧
東
方
村
中
村
家
住
宅

（
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
９
の
５１
）　

g
土

間
を
作
る
体
験
と
講
話
。
講
師
は
㈱

水
谷
工
務
店
の
水
谷
洋
さ
ん　

f
市

内
在
住
の
小
・
中
学
生
１０
人
（
抽

選
。
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
）　

h

無
料　

e
７
月
１６
日
㈫
、
午
後
５
時

ま
で
に
電
話
で
左
記
へ　

b
生
涯
学

習
課
☎
９
６
３
＝
９
３
１
５

□
だ
る
ま
の
顔
描
き
と
せ
ん
べ
い
の

手
焼
き
体
験

a
８
月
２
日
㈮
、
午
前
９
時
３０
分
〜

１１
時
３０
分
（
９
時
１５
分
〜
９
時
２５
分

受
け
付
け
）　

d
児
童
館
コ
ス
モ
ス

　

f
５
歳
〜
高
校
生
４０
人
（
小
学
３

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）　

h
１

０
０
０
円（
保
険
代
含
む
）　

e
７
月

１９
日
㈮
〜
３０
日
㈫
、
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
児
童

館
コ
ス
モ
ス
（
☎
９
７
８
＝
１
５
１

５
。
月
曜
日
休
館
）
へ　

b
越
谷
商

工
会
議
所
☎
９
６
６
＝
６
１
１
１　

□
夏
休
み
親
子
ス
ク
ー
ル

a
８
月
６
日
㈫
、
午
前
９
時
３０
分
〜

１１
時
３０
分　

d
東
埼
玉
資
源
環
境
組

合
第
一
工
場　

g
講
座
、
施
設
見
学

　

f
越
谷
市
・
草
加
市
・
八
潮
市
・

三
郷
市
・
吉
川
市
・
松
伏
町
在
住
の

小
学
生
と
保
護
者
１
２
０
人　

h
無

料　

e
７
月
２０
日
㈯
ま
で
（
消
印
有

効
）
に
、
往
復
は
が
き
の
往
信
面

に
、
「
夏
休
み
親
子
ス
ク
ー
ル
参
加

希
望
」
と
明
記
の
う
え
、
郵
便
番

号
・
住
所
・
参
加
者
全
員
の
氏
名
・

児
童
の
学
年
を
記
入
し
左
記
へ
。
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
で
き

ま
す　

b
東
埼
玉
資
源
環
境
組
合
計

画
課
（
〠
343
＝
０
０
１
１
増
林
３
の

２
の
１
）
☎
９
６
６
＝
０
１
２
１

□
あ
な
た
の
家
の
住
宅
用
火
災
警

報
器
、
日
頃
の
チ
ェ
ッ
ク
で
さ

ら
に
安
全
に
！

　

市
で
は
、
火
災
予
防
条
例
に
よ

り
、
す
べ
て
の
住
宅
の
寝
室
等
へ

の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を

義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
発
生

し
た
火
災
を
早
期
に
知
ら
せ
る

こ
と
で
人
命
を
守
る
こ
と
が
で

き
る
有
効
な
機
器
で
す
。
設
置

し
て
い
な
い
方
は
早
急
に
設
置

し
ま
し
ょ
う

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
ほ
こ
り

が
付
く
と
、
火
災
の
煙
を
感
知

し
に
く
く
な
り
ま
す
。
定
期
的

に
乾
い
た
布
で
拭
き
取
り
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
油
な
ど
の
汚
れ

が
付
い
て
い
る
部
分
は
中
性
洗

剤
を
浸
し
て
、
十
分
に
絞
っ
た

布
で
拭
き
取
り
ま
し
ょ
う

・
正
常
に
作
動
す
る
よ
う
に
定
期

的
に
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。
点

検
方
法
は
、
機
器
本
体
の
点
検

ボ
タ
ン
を
押
す
、
ひ
も
を
引
く

な
ど
機
器
に
よ
り
方
法
が
異
な

り
ま
す
の
で
説
明
書
を
読
み
、

確
認
し
ま
し
ょ
う

・
電
池
が
切
れ
た
時
に
は
、
音
声

で
知
ら
せ
る
も
の
や
、
短
い
音

が
一
定
の
間
隔
で
鳴
る
も
の
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
機
器
本
体
を

交
換
す
る
か
、
新
し
い
電
池
に

交
換
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
機

種
に
よ
っ
て
は
電
池
の
交
換
が

で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

説
明
書
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
・
設
置
か
ら
１０
年
以
上
経
過
し
た

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
電
子

機
器
の
劣
化
が
進
ん
で
い
る
お

そ
れ
が
あ
る
た
め
、
機
器
本
体

の
交
換
を
お
勧
め
し
ま
す

b
消
防
本
部
予
防
課
☎
９
７
４
＝

０
１
０
３

□
越
谷
市
消
防
本
部
開
設
60
周
年

記
念
　
令
和
元
年
度
越
谷
市
消

防
団
夏
季
特
別
訓
練

a
７
月
７
日
㈰
、
午
前
８
時
か

ら
。
雨
天
時
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
不
良

の
場
合
は
中
止　

d
出
羽
公
園
グ

ラ
ウ
ン
ド　

g
点
検
官
（
市
長
）

に
よ
る
消
防
団
の
人
員
・
服
装
等

の
点
検
、
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大

会
。
一
般
の
見
学
席
あ
り

b
消
防
本
部
警
防
課
☎
９
７
４
＝

０
１
０
４

□
花
火
を
安
全
に
楽
し
む
た
め
に

ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

・
花
火
を
人
や
建
物
に
向
け
な
い

・
衣
服
に
火
が
つ
か
な
い
よ
う
に

注
意
す
る

・
風
が
強
い
と
き
や
燃
え
や
す
い

も
の
が
あ
る
場
所
で
行
わ
な
い

・
必
ず
消
火
用
の
水
を
用
意
す
る

・
大
人
と
一
緒
に
行
う

・
多
く
の
花
火
に
一
度
に
火
を
つ

け
な
い

・
火
を
つ
け
る
位
置
は
、
種
類
や

形
状
で
異
な
る
の
で
注
意
す
る

b
消
防
本
部
予
防
課
☎
９
７
４
＝

０
１
０
３

　

昨
年
４
月
に
導
入
し
た
「
学
生

消
防
団
活
動
認
証
制
度
」
に
基
づ

き
、
消
防
団
の
広
報
活
動
な
ど
に

参
加
し
て
き
た
学
生
機
能
別
団
員

の
松
野
日
和
さ
ん
と
学
生
消
防
団

員
の
飯
島
雅
博
さ
ん
に
対
し
、
６

月
３
日
に
高
橋
市
長
か
ら
認
証
状

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　

こ
の
制
度
は
、
大
学
等
に
在
学

中
の
学
生
が
消
防
団
員
と
し
て
１

年
以
上
継
続
し
て
消
防
団
活
動
を

行
い
、
市
長
が
功
績
を
認
め
た
と

き
、
認
証
状
を
交
付
す
る
も
の
で

す
。
認
証
状
が
交
付
さ
れ
た
学
生

に
は
、
就
職
活
動
の
際
に
企
業
等

へ
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
認
証

状
証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。

　

認
証
状
を
受
け
取
っ
た
松
野
さ

ん
は
「
消
防
団
で
学
ん
で
き
た
こ

と
を
生
か
し
、
い
ざ
と
い
う
時
に

は
勇
気
を
持
っ
て
行
動
し
た
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

b
消
防
本
部
警
防
課
☎
９
７
４
＝

０
１
０
４

□
未
婚
の
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
に

対
す
る
臨
時
・
特
別
給
付
金

　

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
う
ち
、

未
婚
の
ひ
と
り
親
の
方
に
対
し
、
臨

時
・
特
別
の
措
置
と
し
て
給
付
金
を

支
給
し
ま
す
。
金
額
は
、
１
万
７
５

０
０
円
で
す
。
該
当
す
る
方
に
は
児

童
扶
養
手
当
の
現
況
届
出
時
に
ご
案

内
し
ま
す
。

f
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す

方
。
①
１１
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の

支
給
を
受
け
る
父
ま
た
は
母　

②
令

和
元
年
１０
月
３１
日
時
点
で
、
こ
れ
ま

で
に
婚
姻
（
法
律
婚
）
を
し
た
こ
と

が
な
い　

③
１０
月
３１
日
時
点
で
、
事

実
婚
を
し
て
い
な
い　

e
受
付
中　

b
子
育
て
支
援
課
（
第
二
庁
舎
２

階
）
☎
９
６
３
＝
９
１
６
６

□
現
況
届
を
ご
提
出
く
だ
さ
い

　

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養

手
当
の
受
給
資
格
者
（
支
給
停
止
者

を
含
む
）
は
、
次
の
と
お
り
現
況
届

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現

況
届
を
提
出
し
な
い
と
受
給
資
格
が

あ
っ
て
も
１１
月
以
降
の
手
当
が
受
給

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

a
▽
児
童
扶
養
手
当…

８
月
２
日

㈮
・
３
日
㈯
・
５
日
㈪
・
６
日
㈫
、

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
７
時
（
正
午

〜
午
後
１
時
を
除
く
。
午
前
の
受
け

付
け
は
１１
時
４５
分
ま
で
）　

▽
特
別

児
童
扶
養
手
当…

８
月
７
日
㈬
・
８

日
㈭
、
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
。
午
前

の
受
け
付
け
は
１１
時
４５
分
ま
で
）　

d
市
役
所
第
二
庁
舎
５
階
特
設
会
場

　

b
子
育
て
支
援
課
☎
９
６
３
＝
９

１
６
６
（
特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ

い
て
は
☎
９
６
３
＝
９
１
７
２
）


